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三股町立文化会館
自主文化事業

●お問い合わせ・電話予約・WEB予約・チケット販売［月曜を除く午前９時～午後５時］
　三股町立文化会館（Tel. 0986−51−3462 　https://bunka.town.mimata.lg.jp ）
●各公演とも前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります。
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9 ただ今、実施中！特定健康診査と特定保健指導を受けましょう…6 
町の公式サイトをリニューアルしました…8　三股町投票率の現状…10

「スポーツ大会参加等激励金」を交付しました…11　まちの話題…14

…………………2〜災害が起こる前にできる取り組みとは〜
防災を学ぶ

■日時／2019年10月10日（木）
　　　　午後7時開演（開場は開演の30分前）
■出演／温故知新　石井秀弦（津軽三味線）　上之園謙治（ドラムス＆パーカッション）
　　　　Whoopin with 宮崎ゴスペルクワイア
　　　　岩切響一（和太鼓奏者）・遠山淳（アレンジャー・キーボーディスト）
■チケット料金／ 一般2000円（当日同料金） 大学生以下1000円（当日同料金）
  ペア3500円（前売りのみ） 未就学児入場可　　　　
　※全席自由　※電話予約可　※ＷＥＢ予約可（三股町立文化会館ＷＥＢサイト）　
　※大学生以下は、入場の際「学生証」の提示をお願いすることがあります
　※前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります
■会場／三股町立文化会館（〒889-1901 宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404-2）
■主催／三股町・三股町教育委員会
■お問い合わせ・チケット販売／三股町立文化会館　℡0986-51-3462　https://bunka.town.mimata.lg.jp

魂
を
揺
さ
ぶ
る
歌

魂
に
響
く
和
太
鼓

津
軽
三
味
線
と
打
楽
器
の「
温
故
知
新
」、
ア
メ
リ
カ
の
音
楽

ゴ
ス
ペ
ル
、
和
太
鼓
の
融
合
に
よ
る
、
古
典
を
尊
び
、
か
つ
、
モ

ダ
ン
な
ス
テ
ー
ジ
。魂
の
音
楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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温故知新　石井秀弦

温故知新　上之園謙治

岩切響一

Whoopin

遠山　淳

チケット販売中！Ⅱ

+

■会場／三股町立文化会館
　〒889-1901�宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404-2
■主催／三股町・三股町教育委員会
■お問い合わせ・チケット販売
　三股町立文化会館　℡0986-51-3462　https://bunka.town.mimata.lg.jp

■日時／2019年９月16日（月・祝）午後２時開演（開場は30分前）
■出演／津野田圭（Hrp）、戸髙美穂（Fl）、壽山智美（Fl）、熊谷愛香（Fl）

上森朋乃（Fl）、井田成海（Fl）、吉本香菜（Fl）、大保麗香（Fl）
桐原直子（Fl･お話し･企画）

■料金／一般…2,000円（当日同料金）
大学生以下…1,000円（当日同料金）
ぺア…3,000円（前売のみ販売）、未就学児…入場不可

　※全席自由　※電話予約可※WEB予約可（三股町立文化会館WEBサイト）
　※大学生以下は、入場の際「学生証」の提示をお願いすることがあります

　マリー・アントワネットが愛した楽器ハープ。
王妃様がお弾きになるハープは、フランスで発
展し、またフルートもフランスで愛されていま
す。ハープとフルートの典雅な響きと、フルー
トアンサンブルをお楽しみください。

■会場／三股町立文化会館
　〒889-1901�宮崎県北諸県郡三股町大字樺山3404-2
■主催／三股町・三股町教育委員会
■お問い合わせ・チケット販売
　三股町立文化会館　℡0986-51-3462　https://bunka.town.mimata.lg.jp

■日時／2019年９月29日（日）
　午後２時開演（開場は30分前）
■料金／一般…2,500円（当日3,000円）

大学生以下…1,500円（当日2,000円）
ぺア…4,000円（前売のみ販売）、未就学児…入場不可

　※全席指定　※電話予約可※WEB予約可（三股町立文化会館WEBサイト）
　※前売にて完売の場合「当日券」は販売しないことがあります
　※大学生以下は、入場の際「学生証」の提示をお願いすることがあります

チケット
販売中



７
月
７
日
、
今
市
自
主
防
災
隊
は
、
今

市
児
童
館
で
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム（
Ｈ
Ｕ

Ｇ
）を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
約

50
人
が
参
加
。
都
城
市
消
防
局
北
消
防
署

の
下し

も

沖お
き

康こ
う

太た

郎ろ
う

消
防
司
令
補
が
講
師
と

な
り
、
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
の
体
験
会
が

あ
り
ま
し
た
。「
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
」と

は
、
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で

楽
し
み
な
が
ら
避
難
所
運
営
を
図
上
で
疑

似
体
験
で
き
る
講
座
で
す
。
非
常
時
の
限

ら
れ
た
時
間
・
資
源
の
中
で
の
、
避
難
者

へ
の
対
応
、
物
資
の
受
け
入
れ
方
法
な
ど

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
講
師
か
ら
は
、

「
実
際
の
避
難
所
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
の
人
が
個
別
の
事
情
を
抱
え
て
い
ま

す
。
今
回
の
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に
日
頃
か
ら

訓
練
を
す
る
こ
と
で
、
実
際
に
災
害
時
に

避
難
所
で
の
気
配
り
目
配
り
に
繋
が
り

ま
す
。」と
コ
メ
ン
ト
。参
加
者
の
皆
さ
ん

は
、大
き
く
う
な
ず
い
て
ま
し
た
。

防災を学ぶ
〜災害が起こる前にできる取り組みとは〜

◀講師をつとめていただいた都城市消防局北消防署 下沖康太郎さん 

▲今市児童館で実施された避難所運営ゲームのようす

▲ 参加者は避難所に見立てた平面図にさまざまな状況カードを配置し
ていく。

「
自
主
防
災
組
織
」の
重
要
性

避難者の対応について、避難されてくる順
番に個別に対応してしまいそうですが、全体
のレイアウトをイメージして、配置や対応の
優先度も考えることが大切だと感じました。

HUGとは？
避難所運営ゲーム（HUG）は、避難所（Hinanzyo）・運営（Unei）・ゲーム（Game）の頭

文字を取ったもので、英語で「HUG（ハグ）＝抱きしめる」という意味も含まれています。
避難者の情報（年齢・性別・家族構成・持病など）が書かれたカードを、避難所となる

体育館や教室に見立てた紙の上に、適切に配置していきます。トイレや炊き出しの場所や
取材の応対など避難所で起こる様々な出来事にも対応します。
効　果

①乳幼児、高齢者、障害のある人、持病のある人、外国人など様々な人が避難してくるこ
とを体験できます。②避難所での生活を具体的にイメージすることができます。③避難所
で何ができるかを考える力を養います。④思いやりのある優しい心が育ちます。

［対象年齢：小学生以上（学年混在でも可）／班分け：１班6 〜８人／実施時間：45分×2コマ、50分×2コマ］

台風などの雨が多く降る時期は自然災害が発生しやすく、より一層の備え
が必要です。地域で自主的な防災組織を結成し、平常時から災害に備えた取
り組みを始めている地域があります。今回は、その活動を紹介し、災害への
備えをあらためて皆さんで考えましょう。

今
回
、「
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム（
Ｈ
Ｕ

Ｇ
）」を
実
施
し
た
今
市
地
区
の
よ
う
に
、

現
在
、
各
地
域
で
自
主
防
災
組
織
の
結
成

の
動
き
が
あ
り
ま
す
。
大
災
害
に
よ
る
家

屋
の
倒
壊
や
同
時
多
発
火
災
の
現
場
か
ら

人
々
の
救
出
や
避
難
を
行
う
に
は
地
域
の

助
け
合
い
が
と
て
も
大
切
で
す
。
平
常
時

か
ら
各
自
の
役
割
を
決
め
、
有
事
の
と
き

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
中
で
、
臨
機
応

変
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

自
主
防
災
組
織
と
は
？

自
主
防
衛
組
織
と
は
、
地
域
住
民
が
協

力
し
て「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
」た
め
に
立
ち
上
げ
る
組
織
の
こ

と
で
す
。
平
常
時
に
は
災
害
に
備
え
た
取

り
組
み
を
実
践
し
、
災
害
時
に
は
被
害
を

最
小
限
に
く
い
止
め
る
た
め
の
応
急
活
動

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
復
旧
、
復
興
時
に

は
町
の
再
生
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
は
な
ぜ
必
要
？

災
害
発
生
時
に
お
い
て
、
国
、
県
お
よ

び
市
町
村
な
ど
行
政
が
行
う
公
助
は
限
界

が
あ
り
、「
自
ら
の
安
全
は
自
ら
守
る
」と

い
う
自
助
と
、
同
じ
よ
う
に「
自
分
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
共
助
が

重
要
で
す
。
大
震
災
に
お
い
て
、
瓦
礫
の

下
か
ら
救
出
さ
れ
た
人
の
う
ち
、
自
力
ま

た
は
家
族
や
近
所
の
住
民
に
よ
っ
て
救
出

さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
く
、
地
域
住
民
の
連

携
に
よ
る
活
動
の
重
要
性
は
大
き
い
と
言

え
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
自
主
防
災
組
織
を
結

成
し
ま
し
ょ
う
。

自
主
防
災
組
織
の
つ
く
り
方

自
治
公
民
館
な
ど
の
す
で
に
地
域
内
に

あ
る
住
民
組
織
を
活
用
し
て
、
防
災
活
動

を
展
開
し
て
い
く
方
法
が
あ
り
ま
す
。
組

織
づ
く
り
の
手
順
と
し
て
は
、

①�

自
治
公
民
館
の
会
議（
役
員
会
や
総
会

な
ど
）で
自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
を

議
題
に
す
る
。

②�

総
会
で
の
自
主
防
災
組
織
結
成
案
を
討

議
し
、可
決
す
る
。

③�

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、活
動
を
開

始
す
る
。

組
織
を
結
成
す
る
こ
と
で
、
迅
速
な
避

難
が
可
能
に
な
る
。
的
確
に
安
否
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
避
難

所
の
運
営
を
円
滑
に
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
の
利
点
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

参加者の声
笹
さ さ

山
や ま

照
て る

雄
お

 さん（今市在住）

防災を学ぶ
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警戒レベルで避難のタイミングを確認！

九州北部豪雨、西日本豪雨など 50 年に１度と言わ
れるような大雨被害が毎年のように発生しています。
災害はいつどこで起こるかはわかりません。大雨など
災害が発生しやすい状況では、気象情報などの情報収
集が重要になります。そのため町では、町内全域に防
災行政無線を整備しています。
大雨時には、土砂災害にも注意が必要です。大雨警
報発表時に、土砂災害の危険性が高まったときは、土

砂災害警戒情報が発表されます。その場合は、対象地
域に避難勧告を発令しますので、土砂災害の危険性が
高い地域に住んでいる人や自宅での滞在に不安がある
人などは、直ちに避難をお願いします。
また、町では、町内全域で自主防災組織の設置を進
めています。風水害に備えた防災訓練や研修会などの
実施で、防災意識を高めて被害が最小限になるよう今
後ともご協力をよろしくお願いします。

既に災害が発生している状況です
命を守るための最善の行動をとりましょう。警戒レベル５ 災害発生情報

★三股町が発令

速やかに避難先へ避難しましょう。
指定避難所までの移動が危険な場合は、近くの安
全な場所や、自宅内のより安全な場所に避難しま
しょう。

警戒レベル4 避難勧告
避難指示（緊急）
★三股町が発令全員避難

避難に時間を要する人（高齢者・障がい者・乳
幼児など）とその支援者は、避難をしましょう。
その他の人は、避難の準備を整えましょう。

警戒レベル3 避難準備・
高齢者など避難開始
★三股町が発令高齢者などは避難

避難に備え、ハザードマップなどにより、
自らの避難行動を確認しましょう。警戒レベル2 洪水注意報

大雨注意報など
★気象庁が発表

災害への心構えを高めましょう。警戒レベル１ 早期注意情報
★気象庁が発表

平成 30 年７月豪雨を受け、令和元年の出水期（川が増水しやすい時期）から、「避難勧告
等に関するガイドライン」が変わり、新たに「警戒レベル」が用いられるようになりました。
災害時に、「自らの命は自らが守る」という意識の下、最善の行動をとってください。

防災を学ぶ

緊急放送、緊急放送、警戒レベル４、避難開始。
緊急放送、緊急放送、警戒レベル４、避難開始。

こちらは、防災三股町役場です。
○○地区に洪水に関する警戒レベル４、避難勧告を発令
しました。

○○川が氾濫する恐れのある水位に到達しました。
○○地区の人は、速やかに全員避難を開始してください。

指定避難所への避難が危険な場合は、近くの安全な場所
に避難するか、屋内の高い所に避難してください

警戒レベルととるべ
き行動を伝えます

避難勧告の発令を伝
えます

災害が切迫している
ことを伝えます

とるべき行動を伝え
ます

次のような内容で町から避難を呼びかけます

例
警
戒
レ
ベ
ル
４
の
場
合

水害・土砂災害の防災情報は「警戒レベル」で伝えます

町では、災害情報や緊急情報をまとめた
ポータルサイトを公開しています。災害
の状況、避難場所の位置、土砂災害警戒
区域や防災設備の設置場所など防災に
関する情報の確認にご利用ください。

三股町
防災ポータルサイト

http://mimata-saigai.jp
スマートフォンのカメラで右
のQRコードを読み込むとア
ドレスが表示されます。

Topics

山腹や川底の石、土砂が長雨や
集中豪雨などによって一気に下
流へと押し流される現象。時速
20 ～ 40kmという速度で一瞬
のうちに人家や畑などを壊滅さ
せてしまうことも。

土
石
流

土
石
流
の
特
徴

主
な
前
兆
現
象

●山鳴りがする
●�急に川の水が濁り、流木が混ざ
り始める

●腐った土の匂いがする
●�降雨が続くのに川の水位が下がる
●�立木が裂ける音や石がぶつかり
合う音が聞こえる

山鳴りが
する

川の水が
濁る

斜面の一部あるいは全部が地下
水の影響と重力によってゆっく
りと斜面下方に移動する現象。
土塊の移動量が大きいため甚大
な被害が発生。

地
す
べ
り

地
す
べ
り
の
特
徴

主
な
前
兆
現
象

●地面がひび割れ・陥没
●がけや斜面から水が噴き出す
●井戸や沢の水が濁る
●地鳴り・山鳴りがする
●樹木が傾く
●亀裂や段差が発生

水が
噴き出す

井戸の水が
濁る

斜面の地表に近い部分が、雨水
の浸透や地震などでゆるみ、突
然、崩れ落ちる現象。崩れ落ち
るまでの時間がごく短いため、
人家の近くでは逃げ遅れも発生
し、人命を奪うことが多い。

が
け
崩
れ

が
け
崩
れ
の
特
徴

主
な
前
兆
現
象

●がけにひび割れができる
●小石がパラパラと落ちてくる
●がけから水が湧き出る
●湧き水が止まる・濁る
●地鳴りがする

小石が
落ちてくる

水が
湧き出る

「土砂災害」にはこんな現象があります こんな現象を見たら、聞いたら、早めに避難しましょう。
キケンな場所には近づかないようにしましょう。

「常在危機」の気持ちで被害を最小限に

いざという時に「土砂災害」から身を守るために
防災を学ぶ

避難の道順を決めておく
避難する道に危険な場
所がないか、日頃から調
べておきましょう。

危険箇所を調べておこう
危険箇所図は町役場や都城土木事務
所で見ることができます。「どこが危険
か」「避難場所はどこか」日頃から確認
しておきましょう。

防災無線や広報車による
呼びかけに注意

強い雨や長雨の時などは、町
による防災無線や広報車の呼
びかけなどに注意しましょう。

お年寄りは早めに避難
犠牲者の半数以上を占めるの

は、お年寄りなど災害時要援護
者です。移動時間を考えて早め
の避難を心がけましょう。

「土砂災害警戒情報」は大雨で土砂災
害発生の危険性が高まったときに、町
長が住民への避難勧告などを適切に行
えるように支援することや、住民の自
主避難の判断にも利用できるように、
県砂防部局と気象庁が共同で発表する
市町村単位の情
報です。土砂災
害警戒情報に基
づき避難をしま
しょう。

土砂災害警報に注意! 危険を感じたら早めの避難を!

〜日頃の備えと早めの避難を心がけましょう〜

資料提供／ NPO法人土砂災害防止広報センター

新しいポータルサイトは10月１日㈫より公開
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●
特
定
健
康
診
査

■�

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者

　

※�

健
康
診
査
期
間
中
に
社
会
保
険
な
ど

に
加
入
し
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

◦�

集
団
健
診
の
日
程
と
場
所
は【
表
１
】の

と
お
り
で
、
料
金
は
無
料
で
す
。

◦�

個
別
健
診
は
、
指
定
の
医
療
機
関
で
10

月
31
日（
木
）
ま
で
、料
金
は
５
０
０
円

で
す
。

●
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

◦�

集
団
健
診
の
日
程
と
場
所
は【
表
１
】の

と
お
り
で
、
料
金
は
無
料
で
す
。

◦�

個
別
健
診
は
、
指
定
の
医
療
機
関
で
10

月
31
日(

木)

ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

料
金
は
無
料
で
す
。

■�

注
意
事
項
＝
指
定
医
療
機
関
以
外
で

の
健
診
や
、
追
加
さ
れ
た
項
目
は
全
て

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

結
果
を
確
認
し
、生
活
を
振
り
返
る

集
団
健
診
を
受
け
た
人
は
、
後
日
、
受

診
し
た
会
場
で
結
果
票
を
お
返
し
し
ま
す
。

個
別
健
診
を
受
け
た
人
で
、「
健
康
お
う
え

ん
教
室
」、「
健
診
結
果
説
明
会
」や「
い
き
い

き
健
康
教
室
」
に
参
加
す
る
と
き
は
、事
前

に
郵
送
し
た
結
果
票
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
健
康
お
う
え
ん
教
室

　

 ︵
特
定
保
健
指
導
︶

《
対
象
》

 

腹
囲
ま
た
は
体
重︵
Ｂ
Ｍ
Ｉ
︶が
基
準

値
以
上
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
血
圧
、

血
糖
、
脂
質
の
い
ず
れ
か
が
基
準
値
以

上
の
人
。

《
内
容
》専

門
の
ス
タ
ッ
フ︵
保
健
師
、管
理
栄

養
士
、健
康
運
動
指
導
士
︶
が
、生
活
改

善
を
３
カ
月
間
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

料
金
は
無
料
で
す
。

《
指
導
の
流
れ
》

①�

初
回
面
接︵
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

健
診
結
果
説
明
会
同
日
な
ど
に
実
施
︶

・�

結
果
票
の
見
方
の
説
明
や
メ
タ
ボ
脱

出
の
た
め
の
プ
ラ
ン
作
成
な
ど

②
最
終
支
援︵
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
︶

取
り
組
み
の
成
果
を
面
接
、
電
話
や

手
紙
な
ど
で
確
認
し
ま
す
。

③
血
液
検
査︵
希
望
者
︶

●
健
診
結
果
説
明
会

《
対
象
》

◦ 

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人

◦�

腹
囲
ま
た
は
体
重（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）が
基
準
値

未
満
の
人

◦�

結
果
が
異
常
な
し
の
人

◦�

高
血
圧
症
、糖
尿
病
、脂
質
異
常
症
の
治

町
で
は
、６
月
か
ら
特
定
健
康
診
査︵
集

団
健
診
・
個
別
健
診
︶な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

特
定
健
康
診
査
の
目
的
は
、
心
筋
梗
塞

や
脳
卒
中
の
前
兆
と
な
る
「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
を
早
期
に
発
見
し
て
、

そ
の
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

健
診
を
受
け
て
、結
果
を
確
認
し
、生
活

を
振
り
返
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
こ
で
、結
果
を
直
接
返
し
、健
診
結
果

を
皆
さ
ん
の
生
活
に
生
か
せ
る
よ
う
結
果

の
説
明
を
行
い
健
康
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

※�

日
程
や
場
所
は
、
特
定
健
康
診
査
と
後

期
高
齢
者
健
康
診
査（
集
団
）は【
表
１
】、

健
康
お
う
え
ん
教
室（
特
定
保
健
指
導
）、

健
診
結
果
説
明
会
と
い
き
い
き
健
康
教

室
は【
表
２
】を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

健
診
を
受
け
る

健
診
を
受
け
る
に
は
、各
地
区
の
分
館
な

ど
で
受
診
す
る
集
団
健
診
と
、指
定
医
療
機

関
で
受
診
す
る
個
別
健
診
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
受
診
票
を
郵
送
し
て
い

ま
す
。受
診
す
る
と
き
は
、必
ず
保
険
証
と

受
診
票︵
横
長
の
二
つ
折
り
︶を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

療
で
薬
を
服
用
し
て
い
る
人

《
内
容
》

◦�

結
果
票
の
見
方
の
説
明
や
生
活
改
善
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど

●
い
き
い
き
健
康
教
室

《
対
象
》�

◦
75
歳
以
上
の
人

《
内
容
》

◦ 

結
果
票
の
見
方
の
説
明
や
栄
養
と
運
動

の
指
導
を
行
い
ま
す
。料
金
は
無
料
で
す
。

※�

健
診
結
果
説
明
会
は
健
診
会
場
ご
と
に

２
日
間
あ
り
ま
す
。両
日
と
も
に
参
加

で
き
な
い
場
合
は
町
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。（
☎
52
―
８

４
８
１
）

●
三
股
町
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
、商
品
券
を
ゲ
ッ
ト
！

　
「
特
定
健
康
診
査
」
な
ど
を
受
け
た
り

「
健
診
結
果
説
明
会
」
な
ど
に
参
加
す
る

と
、ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
え
ま
す
。ポ
イ
ン
ト

が
貯
ま
る
と
町
商
工
会
の
商
品
券
と
交
換

で
き
ま
す
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、自
分
の

健
康
に
つ
い
て
見
直
し
、
楽
し
く
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。※
詳

し
く
は
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

【表１】特定健康診査・後期高齢者健康診査（集団）　　　　　　　　　　
対象地区 日　程 実施場所

轟木、仮屋、大野、大八重 ９月２日（月） 第５地区分館
田上、梶山 ９月３日（火）・６日（金） 第４地区分館
東原 ９月９日（月）・10日（火）

町西部地区体育館稗田 ９月10日（火）
東植木 ９月12日（木）・13日（金）
西植木 ９月13日（金）・17日（火）
山王原 ９月20日（金）

町健康管理センター仲町 ９月24日（火）
上記地区の未受診者 10月27日（日）
町内全地区の未受診者 11月17日（日）

各会場での受付時間：午前９時～ 10時30分

【表２】健診結果説明会・健康おうえん教室（特定保健指導）・いきいき健康教室　　　　　　　　　　
対象地区 日　程 実施場所

ま
た
は

日　程 実施場所
轟木、仮屋、大野、大八重 ９月30日（月）●○ 第５地区分館 10月８日（火）●

町健康管理センター
田上、梶山 10月４日（金）●○ 第４地区分館
東原、稗田 10月８日（火）●○ 第８地区分館 10月10日（木）●
東植木、西植木 10月15日（火）●○ 第９地区分館 10月16日（水）●
山王原、仲町 10月24日（木）●○

町健康管理センター

10月25日（金）●
上記地区の国保未受診者 12月１日（日）●
町内全地区の国保未受診者 12月15日（日）●
後期高齢者未受診者 12月16日（月）○
●健診結果説明会（40～ 74歳対象）の受付時間：午前9時～９時15分
○いきいき健康教室（75歳以上）の受付時間：午後１時～１時30分

●健診結果説明会（40～74歳対象）の受付時間：
　午後１時15分～１時30分

た
だ
今
、実
施
中
！

特
定
健
康
診
査
と

特
定
保
健
指
導
を

受
け
ま
し
ょ
う

広報みまた 2019.97 6広報みまた 2019.9



町の公式サイトを
リニューアルしました。

本
町
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
の
増
加
を
踏
ま
え
、
三

股
町
の
情
報
を
パ
ソ
コ
ン
以
外
の
端
末
で

も
よ
り
見
や
す
い
環
境
と
す
る
た
め
、
公

式
サ
イ
ト
を
新
し
く
し
ま
し
た
。
９
年
ぶ

り
２
回
目
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
な
り
ま
す
。

　
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
応
し
て
い
な

い
」「
閲
覧
す
る
媒
体
に
よ
っ
て
レ
イ
ア

ウ
ト
が
ず
れ
る
」な
ど
こ
れ
ま
で
の
課
題

を
解
決
し
、
よ
り
身
近
な
存
在
と
な
っ
た

公
式
サ
イ
ト
を
町
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し

に
も
役
立
て
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
ま
た
町
外
の
皆
さ
ん
に
も
本
町
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
大
切
な
媒
体

と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
自
治
体
に
は
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
誰
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
支
障
な
く

利
用
で
き
る
こ
と
を
指
す「
ウ
ェ
ブ
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
」へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
高
齢
な
人
も
障
害
の
あ
る
人

も
、
誰
も
が
情
報
を
探
し
や
す
く
、
見
や

す
く
、
使
い
や
す
い
サ
イ
ト
で
あ
る
こ
と

を
念
頭
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
更
新
や
利
用
者
の
求

め
る
情
報
の
検
索
な
ど
、
サ
イ
ト
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
の
で
、

広
報
紙
と
合
わ
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

新アドレス https://www.town.mimata.lg.jp

スマートフォンのカ
メラで上の QR コー
ドを読み込むと新し
い公式サイトのアド
レスが表示されて簡
単に閲覧できます。

町の公式サイトをリニューアルしました。

９/2月曜日

スタート!

午前９：00〜

※画面ははめ込み合成です

三股町移住者情報サイト
みまた〜ん.com
http://www.mimaturn.com

三股町観光ホームページ
A Short Trip to Mimata
https://www.town.mimata.lg.jp/kanko/

寄付金の使い道や特典をご紹介
ふるさと納税特設サイト
https://furusato-mimata.jp

蔵書検索やイベント・行事の紹介など
三股町立図書館HP
http://mimata-lib.jp

チケット予約・公演の案内・利用案内など
三股町立文化会館HP
https://bunka.town.mimata.lg.jp

※ スマートフォンのカメラで上のQRコードを読み込むと、
各サイトのアドレスが表示されて、簡単に閲覧できます。

町が運営するその他のサイト

アイコン画像で
さらに見やすく

使いやすさを重視し、情報を
整理したすっきりとしたデザ
インで全ページを一新。「生活
の場面から探す」では、アイコ
ンからより利用者の状況に合
わせた検索が可能です。

災害等などの緊急時には
防災ポータルの
画面表示に

大量のアクセスが予想され
る災害時などは、日ごろの備え
から災害時まで防災情報の総
合窓口である「防災ポータル」
にトップ画面が切り替わりま
す。避難所情報などの重要な防
災情報を素早く確認できます。
※ 右上のアイコンで通常のトップ画

面へ切り替えることもできます。

町発行冊子が
読める

町が発行した町広報紙や議会
だよりなどを発刊第１号から読
むことができます。各種冊子は
随時追加していく予定です。

外国語変換機能
が使える

英語・韓国語・中国語への
切り替えが可能。画面上部から
言語を選択するだけで、自動で
翻訳した画面を表示します。

スマートフォンに
対応しました。
※Android、iOSの両方に対応しています。

★言語の切り替えはコチラから

①�町の公式サイトから
　必要な書類をダウンロード

②ダウンロードした書類を
　ネットワークプリントサービスに
　登録

③コンビニでマルチコピー機の操作
　手順に従い書類をプリント（有料）

④自宅で記入した書類を
　郵送もしくは受付窓口へ直接提出

プリンターがなくてもコンビニで
申請書をプリント可能

取扱コンビニ
ファミリーマート・ローソン・セブンイレブンなど

（民間サービス利用）

防災ポータルサイトは10月１日火より公開
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平成28年
参院選

平成29年
衆院選

令和元年
参院選

（％）

全体 18・19歳

47.77%
49.64%

40.67%39.34%

51.02%

13.89%

全
国
的
に
投
票
率
が
低
下
傾
向
に
あ
る
な
か
、
今
年
４
月
の
町
議
選
、７
月
の
参
院
選
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
過
去
最
低
の
投
票
率
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
要
因
は
一
概
に
は
言
え
な
い
も

の
の
、
投
票
率
の
低
下
は
憂
慮
す
べ
き
も
の
で
す
。
町
選
挙
管
理
委
員
会
と
し
て
も
、
有
権

者
の
皆
さ
ん
が
投
票
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、
投
票
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
各
種
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。「
こ
ん
な
政
策
が
ほ
し
い
」「
こ
ん
な
社
会
に
し
て
い

き
た
い
」と
い
っ
た
自
分
自
身
の
考
え
を
持
ち
、
そ
れ
が
政
治
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
自
ら

働
き
か
け
て
い
く
―
そ
の
た
め
に
は
、自
分
た
ち
の
声
を
政
治
に
届
け
る
代
表
者
を
選
ぶ
こ

と
が
重
要
で
す
。
選
挙
と
政
治
が
自
分
自
身
の
未
来
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
く
る
か
、
み

ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■ 

問
い
合
わ
せ=

町
選
挙
管
理
委
員
会　
☎
52
ー
１
１
１
２

三
股
町
投
票
率
の
現
状

当
日
、
期
日
前
と
通
し
て
投
票
管
理
者

及
び
投
票
立
会
人
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
を
対
象
に
い
た
だ
い
た
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
で
す
。（
抜
粋
）

（
対
象
者
44
人　
回
答
28
人　
回
答
率
63
・
６
％
）

①�

こ
の
た
び
の
選
挙
に
個
人
的
に
関
心
が

あ
り
ま
し
た
か
？

・
大
い
に
関
心
が
あ
っ
た 

10
・
７
％

・
関
心
が
あ
っ
た�

46
・
４
％

・
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た 

39
・
３
％

・
ほ
と
ん
ど
関
心
が
な
か
っ
た 

３・６
％

②�

地
域
で
の
集
ま
り
な
ど
で
今
回
の
選
挙

が
話
題
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

・
頻
繁
に
あ
っ
た 

０
％

・
話
題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た 

35
・
７
％

・
あ
ま
り
な
か
っ
た�

53
・
６
％

・
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た 

10
・
７
％

③�

期
日
前
・
当
日
投
票
所
の
設
備
は
十
分

だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

・
十
分
に
整
っ
て
い
る 

40
・
７
％

・
整
っ
て
い
る�

55
・
６
％

・
あ
ま
り
整
っ
て
い
な
い 

３・７
％

平
成
30
年
12
月
23
日
執
行

第
20
回
宮
崎
県
知
事
選
挙

投
票
管
理
者
・

投
票
立
会
人
ア
ン
ケ
ー
ト

町
選
管
の
取
り
組
み

●
期
日
前
投
票
所
の
拡
充

有
権
者
に
と
っ
て
利

便
性
の
高
い
三
股
駅
な

ど
合
計
３
ヵ
所
に
期
日

前
出
張
所
を
設
置
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
無
料
化

期
日
前
投
票
実
施
中

の
一
部
期
間
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス「
く
い

ま
ー
る
」を
無
料
化
。

●
街
頭
啓
発

明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
が
、
町
内
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

で
チ
ラ
シ
を
配
布
。

●
衆
議
院
議
員
総
選
挙

　
任
期
満
了
日
／
令
和
３
年
10
月
21
日

�　

 

投
票
日
／
議
会
解
散
の
日
か
ら
40
日
以

内
、ま
た
は
任
期
満
了
前
、30
日
以
内

●
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　
任
期
満
了
日
／
令
和
４
年
７
月
25
日

　

 

投
票
日
／
任
期
満
了
前
、30
日
以
内

●
三
股
町
長
選
挙

　
任
期
満
了
日
／
令
和
４
年
９
月
22
日

　

�

投
票
日
／
任
期
満
了
前
、30
日
以
内

今
後
の
選
挙
予
定

４
月
21
日
執
行�

町
議
選

7
月
21
日
執
行�

参
院
選

70代
67.38％

80歳以上
47.16％

60代
61.21％

50代
45.04％

40代
30.86％

30代
20.80％

20代
14.25％

10代
17.76％

41.82％
投票率

県内13位

40.67％
投票率

県内21位

世代別1位

70代
世代別ワースト

20代

わ
た
し
た
ち
の「
声
」を
行
政
へ
届
け
よ
う
！

①�【
柔
道
】柔
技
館（
𠮷よ

し

田だ

光こ
う

一い
ち

郎ろ
う〔

監
督
〕别べ

っ

府ぷ

憂ゆ

海う

、
小お

田だ

将し
ょ
う

之の

介す
け

、
橋は

し

口ぐ
ち

颯そ
う

介す
け

）：
第
37
回

九
州
少
年
柔
道
大
会（
７
月
６
日
～
７
日
・
福

岡
県
）

②�【
柔
道
】
都
城
武
道
館（
宮み

や

里ざ
と

海か
い

璃り

、
三み

島し
ま

千ち

春は
る

、
三み

島し
ま

大た
い

輝き

）：
第
37
回
九
州
少
年
柔
道
大

会（
７
月
６
日
～
７
日
・
福
岡
県
）

③�【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
み
ま
た
チ
ャ
ン
プ（
中な

か

村む
ら

純じ
ゅ
ん

一い
ち［

監
督
］、
戸と

郷ご
う

礼あ
や

翔と

、
木き

佐さ

貫ぬ
き

遥は
る

斗と

、
畑は

た

中な
か

凛り
ん

太た

郎ろ
う

、
大お

お

村む
ら

蓮れ

音お
ん

、
山や

ま

内う
ち

蒼そ
う

太た

、
大お

お

村む
ら

心し

音お
ん

、
益ま

す

山や
ま

春は
る

希き

、
小こ

村む
ら

会か
い

仕と

）：
か
ん
ぽ
生
命

ド
リ
ー
ム
カ
ッ
プ
第
39
回
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
小
学
生
大
会（
８
月
６
日
～
９
日
・
神

奈
川
県
）

④�【
エ
ア
ロ
ビ
】Fitness G

arden SPLA
SH

（
上か

み

村む
ら

裕ゆ
う

子こ

［
監
督
］、
屋や

敷し
き

芙ふ

蓉よ
う

、
天て

ん

神じ
ん

咲さ
く

良ら

、

上か
み

牧ま
き

麗れ
い

花か

）：
全
国
こ
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ

プ
第
12
回
全
国
大
会（
８
月
３
日
～
４
日
・
東

京
都
）

⑤�【
空
手
】空
手
道
少
林
寺
会
館
都
城
三
股
支
部

（
福ふ

く

田だ

龍り
ゅ
う

駒ま

）：
第
１
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会（
８
月
25

日
・
大
阪
府
）

⑥�【
空
手
】
新
格
闘
術
龍
拳
会（
伊い

黒ぐ
ろ

和か
ず

海み

［
監

督
］、伊い

黒ぐ
ろ

膳ぜ
ん

、小こ

松ま
つ

珀は
く

、田た

口ぐ
ち

裕ゆ
う

誠せ
い

、田た

口ぐ
ち

蓮れ
ん

汰た

）：
２
０
１
９
全
日
本
青
少
年
空
手
道
選
手

権
大
会（
８
月
25
日
・
大
阪
府
）

令和元年度スポーツ大会参加等激励金交付団体

４月～８月中旬に「三股町スポーツ大会参加等激励金」の交付を受けた皆さんです（敬称略）。こ
の激励金は、本町のスポーツ振興・競技力の向上を目的に、県・九州代表として大会などへ参加す
る場合に交付されます（ただし、国民体育大会、学校体育団体が主催・主管する大会や強化合宿・学
校活動の一環として開催される大会は除きます）。

世代別

①

②

③

④

⑤

⑥

「
ア
ス
リ
ー
ト
タ
ウ
ン
み
ま
た
」の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て

「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
等
激
励
金
」を
交
付
し
ま
し
た

（選挙実施14市町村のうち）

18・19歳ワースト
投票率

13.89%

全体ワースト
投票率

40.67%

10代・20代の
投票率アップを
目指しましょう！

（全26市町村のうち）

広報みまた 2019.911 10広報みまた 2019.9
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に
立
ち
上
が
っ
た
農
協
職
員
と
女
性
た
ち
の

活
躍
で
友
情
を
描
く
感
動
の
実
話
で
す
。
出

演
＝
吉
行
和
子
、
富
司
純
子
、
中
尾
ミ
エ
、
藤

竜
也
ほ
か
。
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

図
書
館
で
の
映
画
時
間
を
、
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

夏
休
み
の
図
書
館
、
賑
わ
い
ま
し
た

学
校
の
夏
休
み
中
、
連
日
５
０
０
人
を
超

え
る
来
館
が
あ
り
い
つ
も
は
静
か
な
図
書
館

も
賑
わ
い
ま
し
た
。
夏
休
み
中
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
怪
談
話

を
集
め
た
お
は
な
し
会
、
子
ど
も
映
写
会
、

絵
本
の
お
は
な
し
会
、
ヨ
ー
ヨ
ー
づ
く
り
や

お
り
が
み
工
作
。
１
枚
の
紙
に
絵
の
具
で
花

火
を
寄
せ
描
く
イ
ベ
ン
ト
な
ど
。
ま
た
、
図

書
館
利
用
者
の
人
に
メ
ダ
カ
を
提
供
し
て
い

た
だ
き
、
メ
ダ
カ
す
く
い
も
行
い
ま
し
た
。

読
書
に
つ
い
て
は
、
読
書
感
想
文
や
感
想

画
、
自
由
研
究
や
工
作
の
宿
題
の
た
め
に
、

本
を
借
り
る
親
子
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

■ 

休
館
案
内（
21
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

脳
の
運
動
、
音
読
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

声
に
出
し
て
詩
や
小
説
を
読
む
「
音
読
」

を
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

音
読
は
口
、
目
や
脳
の
運
動
に
な
り
脳
機
能

の
老
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
作
品
と

出
会
え
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。
図
書
館
で

は
、
音
読
コ
ー
ナ
ー
を
常
設
し
て
テ
キ
ス
ト

の
配
布
や
関
連
図
書
・
Ｃ
Ｄ
の
展
示
を
し
て

い
ま
す
が
、
音
読
に
つ
い
て
さ
ら
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
音
読
教
室
を
行
い
ま
す
。
音

読
を
は
じ
め
、
脳
ト
レ
あ
そ
び
や
座
っ
て
で

き
る
体
操
な
ど
も
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇ 

９
月
25
日（
水
）午
後
２
時
～
３
時　

参
加

希
望
の
人
は
、
図
書
館
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
定
員
は
10
人
程
度
で
す
。

と
し
ょ
か
ん
映
写
会
の
ご
案
内

毎
月
第
３
金
曜
日
は
、
と
し
ょ
か
ん
映
写

会
の
日
で
す
。
今
月
の
上
映
会
は
９
月
20
日

（
金
）
午
前
10
時
10
分
～
正
午
に
行
い
ま
す
。

上
映
作
品
は
「
人
生
、
い
ろ
ど
り
」
で
す
。
過

疎
化
に
悩
む
徳
島
県
上
勝
町
で
、
町
の
危
機

大人も一緒に「食育」
健康バランス食実践のために

旬の食材は　おいしい！栄
養価が高い！安い！といい
こと尽くしです。旬の食材
を使った健康バランス食を
紹介します。ご家庭での献
立にご利用ください。

９月の旬の食材
・ショウガ
・シメジ
・ナス
・ニンジン
・ブドウ
※材料は全て 1 人分です

■ 主食 /ごはん
168㌔㌍　塩分 0㌘
材　料　�ごはん…100㌘

■ 主菜 /肉詰め高野豆腐の照り焼き
327㌔㌍　塩分 2.1㌘
材　料　�高野豆腐…1枚、鶏ミンチ…40㌘、ヒジキ…１㌘、

しょう油…小さじ1/2、片栗粉…大さじ1、油…大さ
じ１、●だし汁…1/4カップ、●みりん…小さじ1、
●しょう油…小さじ1、●砂糖…小さじ1、ピーマン
…1/2個、シメジ…1/4パック

作り方　�①高野豆腐は戻して、水気をしっかり絞り半分に切
る。切り込みを入れて袋状にする。シメジは根元を
切ってほぐす。ピーマンは縦に切る。②水で戻して刻
んだヒジキと鶏ミンチ、しょう油をよく混ぜタネを作
る。③高野豆腐に等分に詰めて、片栗粉をまぶす。④
●の調味料を混ぜてタレを作っておく。⑤フライパン
に油を熱し、タネを詰めた方から焼き、全体を焼く。
⑥フライパンの空いているところでシメジとピーマン
を焼き、タレを回し入れて軽く煮詰める。⑦皿に盛り
付け、タレを掛ける。

■ 副菜 /焼きナス
23㌔㌍　塩分 0.5㌘
材　料　�ナス…1/2本、おろしショウガ…小さじ1/2、ネギの

みじん切り…5㌘、削りカツオ…1/2袋、ポン酢…小
さじ1

作り方　�①皮を剥きやすくするため、ヘタの先に一周切れ込み
を入れ、皮にも縦に５～６筋切れ目を入れる。②グリ
ルで10分ほど焼く。③皮を剥き、食べやすく切って器
にのせ、上におろしショウガ、かつお節、ネギのみじ
ん切りを盛る。ポン酢を掛ける。

■ 副菜 /ニンジンのぽってりスープ
99㌔㌍　塩分 0.9㌘
材　料　�ニンジン…50㌘、トマト…1/4個、タマネギ…1/4個、

水…50㍉㍑、コンソメ…1/3個、バター…小さじ１
/2、牛乳…50㍉㍑、コショウ…少々、パセリのみじ
ん切り…少量

作り方�　�①ニンジンは皮付きのまま薄い輪切りにする。タマネ
ギは薄切りする。トマトは薄いくし切りにする。②鍋
にバターを入れ、ニンジンとタマネギを焦がさないよ
うに炒める。③トマトと水、コンソメを加え中火でニ
ンジンが柔らかくなるまで煮る。④ミキサーでなめら
かに撹拌し、鍋に戻し牛乳を加える。弱火で加熱し、
コショウで味を調える。⑤器に注ぎ、パセリを散らす。

■ もう一品 /ブドウ
56㌔㌍　塩分 0㌘
材　料　�ブドウ…100㌘　

★
文
化
会
館
の
主
催
公
演
（
９
月
～
10
月
）

本
町
出
身
の
フ
ル
ー
ト
奏
者
が
出
演

９
月
16
日
、
音
楽
公
演
『
フ
ル
ー
ト
と

ハ
ー
プ
の
世
界
』
が
行
わ
れ
ま
す
。
本
町
出

身
の
大お
お

保ぼ

麗れ
い

香か

さ
ん
が
出
演
し
、
フ
ル
ー
ト

と
ハ
ー
プ
の
美
し
い
響
き
を
お
届
け
し
ま

す
。

さ
つ
ま
の
爆
笑
王
が
や
っ
て
来
る
！

９
月
29
日
、『
三
遊
亭
歌う
た

之の

介す
け

改
め
四
代

目
三
遊
亭
圓え
ん

歌か

独
演
会
』
が
行
わ
れ
ま
す
。

襲
名
後
、初
の
三
股
公
演
で
す
。
さ
あ
、文
化

会
館
で
大
い
に
笑
い
ま
し
ょ
う
！

恒
例
の
温
故
知
新
の
コ
ン
サ
ー
ト

10
月
10
日
、
石
井
秀
弦
（
津
軽
三
味
線
）
と

上
之
園
謙
治
（
ド
ラ
ム
ス
）
に
よ
る
『
温
故
知

新
＋
魂
を
揺
さ
ぶ
る
歌
・
魂
に
響
く
和
太
鼓

Ⅱ
』が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
、
和
太
鼓
と
ゴ

ス
ペ
ル
と
の
共
演
で
す
。
魂
を
揺
さ
ぶ
る
音

楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■ 

詳
し
く
は
、
本
誌
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い

ア
イ
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
を
楽
し
む

７
月
26
日
、
宮
崎
県
出
身
で
、
世
界
で
活

躍
し
て
い
る
、
ア
イ
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
の
ギ
タ

リ
ス
ト
、『
西さ
い

藤と
う

ヒ
ロ
ノ
ブ
デ
ビ
ュ
ー
15
周

年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

西
藤
ヒ
ロ
ノ
ブ
の
ギ
タ
ー
・
ウ
ク
レ
レ
の
音

色
と
、
ピ
ア
ノ
、
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
や
ド
ラ
ム

が
重
な
り
あ
っ
た
ア
イ
ラ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
の
音

色
に
、
観
客
は
酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

み
ま
た
座
16
期
生
試
演
会

８
月
11
日
、
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
み

ま
た
座
16
期
生
の
試
演
会
が
三
股
駅
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
公
演
は
、
６
月
に
始
ま
っ

た「
み
ま
た
座
16
期
生
」の
初
め
て
の
朗
読
劇

の
公
演
で
す
。

タ
イ
ト
ル
は
、「
び
ー
あ
ん
び
し
ゃ
す
」。

み
ま
た
座
Ｏ
Ｇ
の
田た

代し
ろ

小こ

夏な
つ

さ
ん
（
高
校
２

年
生
）
が
書
き
下
ろ
し
ま
し
た
。

観
客
は
、
子
ど
も
達
が
、
物
語
を
緊
張
し

な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
演
じ
る
姿
に
元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
。

三股町立
文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

みまた座 16 期生試演会
本番の様子

『 フルートとハープの世界 』出演
大保麗香さん

三股町立
図 書 館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200　FAX.51-3751

夏休みの図書館
～やってみよう！めだかすくい～

夏休みの図書館
～絵本を楽しもう！おはなし会～

いきいき
げんき！

問い合わせ：町健康管理センター  ☎52−8481

毎月19日は
食 育 の 日

私
は
高
校
生
の
頃
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
か
か
り
ま
し
た
。
翌
日

は
大
事
な
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加

す
る
予
定
が
あ
り
、
病
気
を
う
つ

し
た
く
な
か
っ
た
の
で
、
口
を
ス

カ
ー
フ
で
覆
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
会
場
に
着
い
た
ら

同
級
生
の
み
ん
な
は
私
を
見
て
混

乱
し
た
表
情
で
、「
ど
う
し
て
顔
を

覆
っ
て
い
る
の
？
」
と
聞
き
ま
し

た
。
何
人
か
は
私
が
傷
や
ニ
キ
ビ

な
ど
が
あ
る
か
ら
覆
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
不
思
議
に
思
っ
て
、

本
当
の
理
由
を
信
じ
て
く
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
は

な
く
、
西
洋
諸
国
で
は
顔
を
覆
う

こ
と
は
す
ご
く
変
で
失
礼
だ
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人

に
と
っ
て
、
顔
を
覆
っ
て
い
る
人

は
信
頼
で
き
な
い
人
だ
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
、
私
は
目
立

た
な
い
よ
う
に
ス
カ
ー
フ
で
口
を

覆
い
ま
し
た
。
マ
ス
ク
を
つ
け
る

こ
と
は
日
本
で
は
良
い
習
慣
で
あ

る
と
ま
っ
た
く
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。初
め
て
来
日
し
た
と
き
、マ
ス

ク
を
つ
け
て
い
る
人
の
多
さ
に
驚

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
人
の
思

い
や
り
の
心
か
ら
来
て
い
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
、ア
メ
リ

カ
に
帰
っ
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
人
が

認
め
て
く
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
日

本
の
習
慣
を
説
明
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

ゴンザレズ・ディアニ

外国語指導助手のコーナー

「マスクをつける
ことについて」

わたしたち協力隊の活動のようすを
お伝えします

『ご縁をつなぐ』

地域おこし協力隊：笠
か さ

島
し ま

 一
い ち

郎
ろ う

さん・幸
さ ち

代
よ

さん

地域おこし協力隊通信
vol.9

人との出会いや共有の場をどれだけ丁寧に大切にでき

るか、わが家の大きなテーマのひとつです。東京都千代田

区、日本武道館や靖国神社のある一角に建つ日本式洋館

「ｋ
く だ ん

ｕｄａｎ ｈ
は う す

ｏｕｓｅ」。私たちをいつも応援してくださ

る外部有識者のお招きで、国の登録有形文化財にも指定さ

れている洋館の一室をお借りし、本町の魅力を思う存分お

伝えしてきました。会場には大勢の人が来場され、「宮崎県

に三股町というまちがあるのを知らなかった」との声とと

もに「そんなに素敵なところならぜひ行ってみたい」との感

想もたくさん寄せられました。まちの持つポテンシャルや

町民の持つ素朴さと温かみを、首都東京のど真ん中で心を

込めてお伝えする。地方だから

都会だからではなく、まちやヒ

トが大切にしているモノから、本

物の価値が生まれ、繋がります。

町の栄養士から

［お詫びと訂正］ 広報みまた8月号中、執筆者の名前と写真に誤りがありました。
お詫びし、次のとおり訂正します。

【誤】ジョンストン・ナイジェル→【正】デレック・ライト
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ＭＩＭＡＴＡ ＴＯＷＮ＇Ｓ ＴＯＰＩＣＳ

長
年
の
防
災
尽
力
に
感
謝

退
職
消
防
団
員
感
謝
状
贈
呈
式

８
月
８
日
、
町
役
場
で「
退
職

消
防
団
員
に
対
す
る
感
謝
状
贈
呈

式
」を
行
い
ま
し
た
。
町
消
防
団

に
５
年
以
上
在
籍
し
、３
月
末
で

退
団
し
た
５
人
が
対
象
で
す
。

式
で
は
、西
村
尚
彦
副
町
長
が

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、一
人
一
人

に
感
謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。な

お
、退
団
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

敬
称
略
、（
）内
は
所
属
部
。

永な
が

吉よ
し

由ゆ

貴き

夫お

（
本
部
・
部
長
）、

馬ば

場ば

弘ひ
ろ

樹き

（
１
部
）、

福ふ
く

永な
が

栄え
い

一い
ち（
６
部
）、

兒こ

玉だ
ま

昭あ
き

人ひ
と（
７
部
・
部
長
）、

児こ

島じ
ま

高た
か

志し

（
７
部
・
副
部
長
）

兒こ

玉だ
ま

昭あ
き

人ひ
と

さ
ん

（
中
原
在
住
）

「
周
囲
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、消
防
団
活
動
を

無
事
に
終
え
ら
れ
ま
し
た
。県
操
法
大
会
で
３

位
入
賞
が
一
番
の
思
い

出
で
す
」

退
団
者

７
月
27
日
、町
農
畜
産
物
利
用

地
域
活
性
化
推
進
協
議
会
と
町

観
光
協
会
の
共
催
で「
親
子
で
体

験
！
食
育
ツ
ア
ー
２
０
１
９
～

ス
イ
ー
ツ
ツ
ア
ー
～
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。こ
れ
は
町
内
の
畑
や
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
生
産
者
か
ら

果
物
の
栽
培
の
大
変
さ
な
ど
を

聴
き
、自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
で

育
っ
た
食
べ
も
の
を
、収
穫
し
食

べ
る
こ
と
で「
食
と
農
の
大
切
さ

を
学
ぶ
」こ
と
が
目
的
で
す
。
こ

の
日
は
、８
組
の
親
子
16
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

ま
ず
、南

み
な
み

畑は
た

和か
ず

美み

さ
ん
の
ブ
ド

ウ
畑
と
児こ

玉だ
ま

辰た
つ

教の
り

さ
ん
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
畑
で
、そ
れ
ぞ
れ
収
穫
を

体
験
。
参
加
者
は
、
採
れ
た
ば
か

り
の
果
物
を
口
に
運
び
、「
新
鮮

で
美
味
し
い
！
」と
歓
声
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
、管
理

栄
養
士
の
中
前
み
ど
り
さ
ん
か
ら

「
食
育
」の
大
切
さ
を
学
ん
だ
ほ

か
、食
育
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
指
導

の
も
と
、収
穫
し
た
ば
か
り
の
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
っ
た
ジ
ャ
ム
を

作
り
、
全
員
で
試
食
。
ま
た
デ
コ

レ
シ
ョ
ー
シ
ョ
ン
し
た
ジ
ャ
ム
瓶

に
詰
め
て
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

参
加
者

平ひ
ら

川か
わ

美み

蒼そ

空ら

さ
ん

　
　

  

絵え

美み

さ
ん

（
三
原
在
住
）

「
親
子
で
果
物
を
収
穫
し
た
り
、ケ
ー
キ
を
作
っ

た
り
貴
重
な
体
験
が
で
き
、夏
休
み
の
い
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
」

親
子
８
組
が
食
と
農
を
学
ぶ 
た
い
け
ん
食
育
ツ
ア
ー！ブルーベリージャムを詰めた

ジャム瓶

題話のちま

地
元
産
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

ご
当
地
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト

蜂は
ち

須す

賀が

柔じ
ゅ
う

気き

さ
ん

（
北
諸
・
料
理
人
）

「
当
日
明
け
方
ま
で
仕
込
み
を
行
い
、本
番
に
臨

み
ま
し
た
。完
売
し
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。こ

の
経
験
を
今
後
の
料
理

人
人
生
に
生
か
し
ま

す
」

参
加
者

南
九
大
と
本
町
が
物
品
使
用
の
調
印
式

水
耕
栽
培
装
置
で
研
究

７
月
９
日
、（
学
）南
九
州
学
園

（
寺
原
典
彦
理
事
長
）と
同
大
学
都

城
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、「
六
次
産
業

化
戦
略
作
物
営
農
定
着
化
推
進
事

業
委
託
業
務
に
伴
う「
町
田
式
水

耕
栽
培
槽
」の
使
用
貸
借
契
約
」の

調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

同
大
は
、本
町
か
ら
賃
借
し
た

自
動
で
水
の
循
環
や
追
肥
を
行
う

水
耕
栽
培
装
置
を
用
い
て
メ
ロ
ン

な
ど
の
実
験
栽
培
を
実
施
し
ま

す
。
今
後
、
そ
の
他
の
付
加
価
値

が
高
い
作
物
の
栽
培
も
視
野
に
入

れ
、新
し
い
六
次
産
業
化
作
物
の

提
案
を
目
指
し
ま
す
。

色
彩
の
知
識
を
プ
ロ
が
伝
授

色
選
び
の
大
切
さ
を
学
ぶ

８
月
８
日
、町
は
町
立
図
書
館

で
県
景
観
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
山
口
ひ
ろ
子
さ
ん
を
招
き

「
プ
ロ
に
学
ぶ
色
選
び
に
大
切
な

10
の
コ
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。

普
段
、洋
服
や
建
物
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
色
に
囲
ま
れ
生
活
し
て
い
ま

す
が
、な
ぜ
そ
の
色
が
使
わ
れ
て

い
る
の
か
を
考
え
、人
の
心
理
に

ど
う
影
響
を
与
え
る
の
か
を
学
ん

で
、景
観
に
も
興
味
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
開
催
。こ
の
日
は
町
内

外
か
ら
14
人
が
参
加
。「
根
拠
に

基
づ
い
た
色
彩「
設
計
」の
話
は
面

白
か
っ
た
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

町
幼
保
小
中
連
携
推
進
協
議
会

そ
の
子
に
応
じ
た
発
達
支
援
を
学
ぶ

７
月
24
日
、町
幼
保
小
中
連
携

推
進
協
議
会
と
町
教
育
委
員
会

は
、町
役
場
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
ら

だ
の
作
業
療
法
士
、四よ

つ

本も
と

由ゆ

紀き

さ

ん
を
講
師
に
招
き
合
同
研
修
会

「
当
た
り
前
が
難
し
い
子
ど
も
た

ち
へ
の
作
業
療
法
支
援
」を
開
催

し
ま
し
た
。こ
れ
は
幼
児
児
童
生

徒
に
関
わ
る
指
導
者
が
、具
体
的

な
指
導
方
法
を
学
ぶ
こ
と
で
、子

ど
も
た
ち
の
身
体
づ
く
り
へ
の
意

識
を
高
め
、資
質
の
向
上
を
目
的

に
開
催
。

こ
の
日
は
指
導
者
な
ど
約
50
人

が
参
加
。
参
加
者
か
ら
は「
子
ど

も
た
ち
の
行
動
に
対
し
て
叱
責
ば

か
り
で
は
な
く
、「
な
ぜ
そ
の
よ

う
な
行
動
に
な
る
の
か
」と
い
っ

た
行
動
の
背
景
を
知
ろ
う
と
す
る

こ
と
、理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
感
じ
た
」な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

８
月
17
日
、「
ご
当
地
グ
ル
メ

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
９
in
ま
つ
り

宮
崎
」が
宮
崎
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
町
は
、「
お
箸
処
北
諸
」

と
町
が
共
同
考
案
し
た「
ラ
イ
ス

ボ
ー
ル
～
み
ま
た
ま
～
」で
挑
戦
。

食
材
に
は
、『
み
ま
た
ん
ご
ま
』

『
町
産
米
』『
バ
イ
オ
茶
ポ
ー
ク
』な

ど
を
使
用
し
ま
し
た
。結
果
は
上

位
入
賞
こ
そ
逃
し
ま
し
た
が
、用

意
し
た
４
５
０
食
が
完
売
。食
べ

た
人
か
ら
は
味
や
量
も
好
評
で
、

本
町
の
地
場
産
品
と
調
理
技
術
の

高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

７
月
20
日
、「
長
田
小
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」が
長
田
小
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
に
は
、
県
内
在
住
の

音
楽
家
、
姉
の
日ひ

高だ
か

亜つ
ぐ

美み

（
ピ
ア

ノ
）と
妹
の
日ひ

高だ
か

慶け
い

子こ

（
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
）か
ら
な
る
姉
妹
デ
ュ
オ

「C

カ

ト

レ

ア

atorea

」を
は
じ
め
、長
田
地

区
で
陶
芸
家
と
音
楽
家
と
し
て
活

躍
中
の
園そ

の

田だ

空く
う

也や

さ
ん
が
コ
ン
ト

ラ
バ
ス
奏
者
と
し
て
ゲ
ス
ト
出

演
。ま
た
同
じ
く
同
地
区
出
身
の

作
曲
家
で
あ
る
玉た

ま

利り

空そ
ら

海み

さ
ん
が

書
き
下
ろ
し
た
曲
が
演
奏
さ
れ
ま

し
た
。高
度
な
演
奏
技
術
か
ら
紡

ぎ
出
さ
れ
る
音
色
に
約
２
０
０
人

が
集
ま
っ
た
会
場
は
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。さ
ら
に
劇
団
こ
ふ
く
劇

場
が
率
い
る「
み
ま
た
座
」も
出
演

し
、
谷
川
俊
太
郎
作
詞
の「
生
き

る
」を
音
楽
に
合
わ
せ
て
朗
読
し

ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
笠か

さ

島し
ま

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
が
、子
ど
も
た
ち
は

地
域
の
活
性
化
に
大
切
な
存
在
と

考
え
、全
校
児
童
数
35
人
の
長
田

小
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
。長

田
地
区
の
活
動
に
共
感
し
た
日
高

姉
妹
の「
夢
と
希
望
の
支
え
と
な

る
本
物
の
音
楽
を
子
ど
も
達
へ
届

け
た
い
」と
の
思
い
で
実
現
し
ま

し
た
。出
演
者
４
人
で
長
田
小
の

テ
ー
マ
曲
を
制
作
す
る
こ
と
も
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

長
田
小
学
校
で
コ
ン
サ
ー
ト

音
楽
の
チ
カ
ラ
で
地
域
を
活
性
化

Topics Topics

講師をつとめた
山口ひろ子さん 無償貸与された水耕栽培装置
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お知らせ Mimata Information

「望む」のように訓読しても差し
支えありません。

■�詠進の期間＝９月30日までとし、郵
送の場合は、消印が９月30日までの
ものを有効とします。詳しくは、「宮
内庁　歌会始」で検索してください。

■�お問い合わせ＝
宮内庁　式部職儀式第二係
〒100-8111
東京都千代田区千代田１－１
☎03－3213－1111
（内線3393、3394）
ファクス03－3282－1404

10月１日に消費税・地方消費税の税
率が10％へ引き上げられます。10％の
うち２．２％は地方消費税（地方税）で
す。日本では高齢化が進み、社会保障の
費用は増え続けています。みんなが安
心できる社会にするためには、安定し
た財源を確保し、社会保障制度を次世
代に引き継ぐとともに、全世代型へ転
換していく必要があります。そのため
には10％への税率の引上げが必要です。
引上げ分は、消費税・地方消費税とも
に、全世代を対象とする社会保障の充
実と安定のために使われます。例えば、
①待機児童の解消
②�３歳から５歳までの幼児教育・保育
の無償化
③�真に支援の必要な学生の高等教育
（大学など）の無償化
④介護職員の処遇改善
⑤�所得の低い高齢者の介護保険料の軽減
⑥�所得の低い年金受給者への給付金の
支給など
税率引上げに合わせて、飲食料品（お
酒・外食を除く）と新聞（定期購読契
約・週２回以上発行）に係る税率を８％

に据え置きます（軽減税率制度）。この
ほか、家計や景気への影響を緩和する
ための対策も実施します。
※��一般に「消費税」と言うのは、消費
税（国税）と地方消費税（地方税）を
合計したものです。地方消費税の税
収は、地方自治体の貴重な財源とし
て、住民の皆さんに身近な行政に生
かされています。
詳しくは、「政府広報�消費税」で検索
してください。

来年４月に小学校に入学する児童の
健康診断を行います。詳しくは、保護者
の皆さんに直接、案内文を郵送します
ので、ご確認ください。

※�宮村小学校の入学予定児童は、健康
診断が終わった後、標準服の採寸な
どを行います。
■�お問い合わせ=
町教育委員会　教育課　学校教育係
☎52－9314

■「法の日」とは＝
　「法の日」は、国民の皆さんに、法の役

割や重要性について考えてもらうきっ
かけになるようにと、裁判所、検察庁と
弁護士会の協議で提唱され、昭和３５
年に政府によって「国をあげて法の尊
重、基本的人権の擁護、社会秩序の確立
の精神を高めるための日」として定め
られました。
■「法の日」週間行事＝
裁判所、法務省、検察庁と弁護士会で
は、10月１日からの１週間を「法の日」
週間とし、毎年、各種の行事を実施し
ています。各地の裁判所の行事は、裁判
所ウェブサイト（http://www.courts.
go.jp/）や、各地の裁判所の総務課でご
案内しています。ぜひご参加いただき、
法や裁判所を身近に感じてください。
■裁判所の手続き案内など
（お問い合わせ）＝
①民事…都城簡易裁判所
☎23－4161
（賃金、給料、代金未払、身近な人と
のトラブル、土地建物利用などの紛
争関係）
②家事…宮崎家庭裁判所都城支部
☎23－4177
（離婚や相続など、夫婦、親子、親族
間における紛争関係、後見関係）
③見学…宮崎地方裁判所都城支部
☎23－4131
（裁判の傍聴、法廷見学など）

■寄付者一覧
令和元年7月1日から7月31日まで
社会福祉法人　三股町社会福祉協議会
●忌明寄付

●一般寄付………………… 該当なし

令和２年２月８日（土）に開催される
「三股町文化の祭典」の第１部「童謡ま
つり」で、童謡や唱歌を歌う参加者を募
集します。「歌いたい」と思う気持ちが
あれば、誰でも参加できます。年齢や性
別は問いません。気軽にお申し込みく
ださい。
■�申込期限＝９月15日（日）
※�団体名・代表者名・住所・電話番号を
記入して、ファクス、郵送または町
立文化会館窓口までご提出ください。
申し込みは先着順ですので早めにお
申し込みください。
■�参加条件＝定員20組
①�曲は童謡または唱歌（※生演奏、アカ
ペラのみ参加可）
②２人以上での合唱
③出演時間は１団体５分程度（予定）
④�２回実施するリハーサルに必ず参加
ができること。
※�１回目［令和２年１月中旬］…団体
別・舞台リハーサル、２回目［令和２
年２月１日（土）午前中］…本番前・
総合リハーサル
■�その他＝出演時間、リハーサル・本
番の日程やスケジュールなどは、10
月中に連絡します。ご不明な点など
ありましたら、気軽にお問い合わせ
ください。

■�お申し込み・お問い合わせ＝
町立文化会館　☎51－3462
　　　　　　　ファクス51－3561

小規模特認校「長田小学校」のオープ

ンスクールのお知らせです。町教育委
員会では、梶山小学校、宮村小学校、長
田小学校を小規模特認校として指定し
ています。
今回は、この小規模特認校のうち「長
田小学校」のオープンスクールを開催
します。
自然に囲まれた中で、小規模ならで
はの授業の様子や子どもたちの生き生
きとした様子をぜひこの機会にご覧く
ださい。
■�内容＝学校紹介（学校の特色などの
説明や学校施設の見学）
１年生と４年生の授業への参加
※�タブレットを使った授業に参加し、
実際に体験します。
■ �日時＝９月27日（金）午前９時から
11時30分まで

■場所＝町立長田小学校
■募集締切＝９月20日（金）
※�準備のため参加人数を把握する必要
があります。事前の申し込みをお願
いします。　
■お申込み・お問い合わせ＝
町教育委員会　学校教育係
☎52－9314

本町在住の昆虫写真家である新
しん

開
かい

孝
たかし

さんの昆虫展を開催します。
11回目となる今年は、講演会終了後に
町環境学習公園（エコフィールドみま
た）へ移動して、虫の生態を観察します。
四季の自然と共に力強く生きる小さ
な世界を覗いてみませんか？一緒に、
虫たちに会いに行きましょう！
【写真展】
■�日時＝９月17日（火）～９月27日（金）
午前９時30分～午後６時まで
※土曜と日曜は午前９時～午後５時

■�場所＝三股駅内「Ｍ★うぃんぐ」
■�内容＝町内外で撮影された昆虫な
どの写真を展示します。

■�入場料＝無料
【講演会と自然観察会】
■�日時＝９月28日（土）午前10時00分
から正午まで

■�場所＝町情報交流センター「あつま
い」

■�内容＝昆虫写真家の新開孝さんに
よる講演「昆虫観察の楽しみ方」を
行います。終了後は、「エコフィール
ドみまた」に移動して自然観察会を
実施します。

■�入場料＝無料
※�写真展示、講演会や自然観察会は、天
候などで日程変更や中止になる場合
があります。あらかじめご了承下さい。
■�お問い合わせ＝
町企画商工課　企画政策係
☎52－1114

宮内庁から「令和２年の歌会始のお
題と詠進歌の詠進要領」が発表されま
したのでお知らせします。
■�令和２年歌会始のお題＝令和２年歌
会始のお題は『望』と定められました。

（注）�お題は「望（のぞみ）」ですが、歌
に詠む場合は「望」の文字が詠み
込まれていればよく、「希望」、「望
郷」のような熟語にしても、また、

愛のご寄付

三股町文化の祭典「
童謡まつり」の参
加者を募集します

小規模特認校「長田
小学校」のオープ
ンスクールを開催
します

昆虫写真家「新開孝
さんの昆虫展」を
開催します 令和２年歌会始のお

題と詠進歌の詠進
要領について

10月１日から消費税
・地方消費税の税
率は10％へ

令和２年度新入学予
定児童の健康診断
を行います

学校名 実施日
（場所） 受付時間

三股西小学校 10月10日（木）
（三股西小体育館）

午後１時35分
～１時50分

三股小学校 10月23日（水）
（三股小体育館）

午後１時30分
～１時50分勝岡小学校 10月25日（金）

（勝岡小体育館）

梶山小学校
宮村小学校�
長田小学校�

10月31日（木）
（町健康管理センター）

寄 付 者 続柄 故人名 年齢 地区 金額

鍋倉マリ子 夫 六
むつ

己
み

84 仲町 3万円

中 村 春 美 母 スギ子 93 中米 3万円

野 﨑 勝
かつ

雄
お

母 ナミエ 94 蓼池 3万円

白 尾 智 子 夫 正
まさ

博
ひろ

58 花見原 3万円

の日」週間を迎え
て～10月１日か
らの１週間は「法
の日」週間です～

｢法

▲昨年度の「写真展」の様子
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保健と福祉 Mimata  Health & Welfare Guide

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481
●赤ちゃん健診
■期日＝10月3日（木）
■受付時間＝午後1時～ 1時30分
■�対象者＝平成30年9月、平成31年3月、令和元年7月生
まれ

■�持ってくるもの＝母子健康手帳、タオル３枚程度
（おっぱい相談希望者のみ）
※�希望者には、おっぱい相談や栄養相談も実施しますの
で、ぜひご利用ください。

●1歳6か月児健診
■期日＝9月26日（木）
■受付時間＝午後1時～ 1時30分
■対象者＝平成30年1月1日～平成30年2月28日生まれ
■持ってくるもの＝母子手帳、質問票
※�医師の診察を行います。また、希望者には、心理相談
や歯科相談、栄養相談も実施しますので、せひご利用
ください。

●2歳6か月児歯科健診
■期日＝9月19日（木）
■受付時間＝午後1時～ 1時30分
■対象者＝平成29年2月1日～平成29年3月31日生まれ
■持ってくるもの＝母子手帳
※�歯科診察を行います。また、希望者には、ことばの相談、
栄養相談も実施しますので、ぜひご利用ください。

子育て支援センターからのお知らせ
●子育て支援センター　☎52－8101
●子育て支援センターに遊びに来ませんか？
子育て支援センターは、町総合福祉センター「元気の杜」
の中にあります。利用できるのは、未就学の子どもと保護
者です。（保護者同伴が原則）。
開放日は月～金曜の午前９時～正午までと午後１時～３
時です。また開放日に合わせて、毎月楽しい行事や教室を
行っています。詳しくは、三股町社会福祉協議会公式サイ
トでもお知らせしております。
子どもと遊べる場所を探している、お友達をつくりたい
お母さんは、ぜひ親子で遊びに来てください。
●英語であそぼう
親子で外国語指導助手の先生と一緒に英語に慣れ親しみ
ながら楽しい時間を過ごしましょう。
■期日＝毎週水曜日
■時間＝午後１時30分～ 2時30分
■講師＝ライト・デレック先生、リプリー・カラリー先生
●友達つくろう！一緒にあそぼう！
子育て中のママたちのサークル「いもん子クラブ」と手
遊びや製作を通して触れ合いましょう。
■期日＝9月19日（木）　
■時間＝午前10時30分～ 11時　　　
●親子ふれあいコンサート

笑顔を運ぶ音楽団「小さな音楽会」の、生の歌と演奏で
楽しい時間を過ごしましょう。
■期日＝9月24日（火）
■時間＝午前10時～
■場所＝町総合福祉センター「元気の杜」大会議室　

●おはなし会
読み聞かせボランティアグループ「おおきな木」による

読み聞かせを行います。
■期日＝10月3日（木）
■時間＝午前10時30分～ 11時

●子育て講座「入園前のおはなし」
役場保育担当の方から入園にあたっての話を聞きませ

か。質問にも答えてくださいます。
■期日＝10月10日（木）
■時間＝10時～ 11時
参加したい方は申し込みをしてください
■申し込み先＝子育て支援センター　☎�52－8101

ファミリー・サポート・センターたんぽぽからの
お知らせ
●ファミリー・サポート・センターたんぽぽ　☎51－5688
当センターは、ご近所で助け合う子育てを一時的に

有料で組織化したものです。”依頼者は信頼・安心して
預け、提供者は大切にかわいがって預かってくれる”�
そんな、お互いにとって優しさや喜びが響き合うことを大
切にしながら活動しています。
��

　
育児を頑張りすぎていませんか？地域の人に甘えてみま

せんか？一人悩まず、気軽に相談してください。急な用事
に備えて、念のため登録している人もたくさんいます。

�
＜現在行っている援助活動＞
用事やリフレッシュをしたいときの預かり、習い事、幼

稚園や保育園・児童館への送迎など
●利用料金（町が１人目のみ１時間200円助成）
�

�

※助成後の料金を表記しています。
■お申込み・お問い合わせ＝
ファミリー・サポート・センターたんぽぽ�☎51－5688
（町総合福祉センター「元気の杜」子育て支援センター内）
※�時間外の場合は留守電に、お名前、電話番号を残して
ください。

健康管理センターからのお知らせ
●健康管理センター　☎52－8481
●胃がん、乳がんの集団検診を実施します
三股町健康管理センターでは、10月に胃がん、乳がん検
診の集団検診を実施します。現在日本人の2人に1人ががん
を患い、3人に1人ががんで命を落としています。がん検診
を行い、早期のがんをみつけて早く治療を行うことで、が
んによる死亡率を下げることができます。がんの早期発見
には、定期的な検診を受けることが必要です。是非この機
会に、がん検診を受診しましょう。
※検診車が健康管理センターに来て、検診車の中で受けます。
●乳がん検診
■対象者＝40歳以上（生年月日が昭和54年12月31日以
前）で和暦で偶数年の人
■検査内容＝マンモグラフィ、超音波検査
■個人負担料金＝2,300円�
■�日程＝10月23日（水）・12月3日（火）・12月10日（火）
令和2年2月4日（火）・5日（水）

●胃がん検診（バリウム検査）
■対象者＝40歳以上（生年月日が昭和55年4月1日以前）
■検査内容＝胃部Ｘ線撮影
■日程＝10月1日（火）・2日（水）
■場所＝三股町健康管理センター
■個人負担料金＝1,400円
※�受診には予約が必要です。受診を希望する人は健康管理
センターへ電話でお申し込みください。その他の三股町
で実施しているがん検診等については、三股町公式サイ
トに記載していますのでご確認ください。
●9月24日～ 9月30日は結核予防週間です
結核は、結核菌を吸い込むことで感染します。感染して
も発病する人は約2～ 3割ですが、発病すると、咳や痰、微
熱、だるさなど風邪とよく似た症状が現れます。正しい治
療を行えば完治することができますが、治療をしなければ
発病してから約5年で、4分の1が死に至ると言われていま
す。このようなことに心当たりはありませんか？
・痰のからむ咳が2週間以上続いている
・微熱や身体のだるさが2週間以上続いている
これらに当てはまる場合には、結核の可能性があります。
すぐに受診し、いつもと違うところを医師に伝えましょう。

地域包括支援センターからのお知らせ
●町地域包括支援センター　☎52－8634
●住民向け研修「地域で支える看取り」を開催します
　「都城市・三股町在宅医療介護連携推進協議会」では、終
末期を自宅で迎えるまでの経過と医療や介護サービス、地
域やボランティアとの関わりなどを通して、自宅での看取
りとそれを支える地域や各関係機関の役割について理解を
深めるための住民向け研修を開催します。
今回の研修会では、講演会とパネルディスカッションの

２本立ての内容となっております。

将来、地域での看取りを考えている人や現在、在宅で介
護をされている人など今後の参考になる大変有益なお話が
聞けると思います。案内チラシは高齢者支援課窓口にて配
布しております。
■�お問い合わせ＝
高齢者支援課�町地域包括支援センター（１階�⑦番窓口）
☎52－8634・9063（直通）

●足もと元気教室
■日程＝9月15日～ 10月14日までの分

■�準備するもの＝体操のできる服装、シューズ、水分補給用の飲み物
※９月1日～ 14日の日程は、『広報みまた』先月号をご参照ください。

・子育てを手助けしてほしい人 → おねがい（依頼）会員
・子育てを援助したい人 → まかせて（提供）会員

会�

員

おねがい（依頼）会員　 316名

まかせて（提供）会員　 63名

どっちも（依頼・提供）会員 49名

利用時間 １時間当たりの利用料

月～金曜（祝日を除く）
午前７時～午後７時

子ども１人目のみ�………400円
兄弟利用２人目から�……300円

月～金曜の早朝、夜間と
土曜・日曜・祝日

子ども１人目のみ�………600円
兄弟利用２人目から�……400円

日� 時 ９月20日（金）�午後２時～午後４時
(午後１時30分開場)

場� 所 都城市ウエルネス交流プラザムジカホール

参加料 無料

申� 込 不要

テーマ 地域で支える看取り
～自分らしく生きるために　今できること～

内� 容

１部　講演『「ここで看取ってもらいたい」を叶えるために』　　　　　
講演者：医療法人社団樺の葉　ホームクリニックみまた

院長　郡山　晴喜　先生

２部　パネルディスカッション　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※会場からのご質問にお答えします
【座長】祝吉・沖水地区地域包括支援センター

　　　　　　　　細野　伸一　氏
【パネリスト】
①医療法人社団樺の葉　ホームクリニックみまた

院長　郡山　晴喜先生
②たでいけ　至福の薗

看護師　土橋　竜子　氏
③三股町社会福祉協議会訪問看護ステーションなごみ

訪問看護認定看護師　大村　友美　氏
④オニキス・ソーシャルプランニング　

介護支援専門員　長田　泰平　氏
⑤三股町自治公民館連絡協議会　　　　　　　　　　

会長　西山　繁敏　氏

地区名 時　間 場　所 期　日

1 地区 午前9時30分～11時 第1地区分館
９月20日（金）
10月４日（金）

2地区 午後1時30分～3時 2地区交流プラザ 10月３日（木）
3地区 午後1時30分～3時 第3地区分館 10月10日（木）
4地区 午前9時30分～11時 第4地区分館 ９月18日（水）
5地区 午後1時30分～3時 轟木集落館 ９月19日（木）

蓼　池 午前9時30分～11時
第6地区分館 ９月19日（木）
蓼池児童館 10月３日（木）

花見原 午前9時30分～11時 花見原コミュニティセンター 10月２日（水）
三　原 午後1時30分～3時 三原地区コミュニティセンター ９月18日（水）

中　原 午前9時30分～11時 中原コミュニティセンター
９月25日（水）
10月９日（水）

今　市 午前9時30分～11時 今市児童館 10月７日（月）
下　新 午前9時30分～11時 第 7地区分館 10月11日（金）
8地区 午前9時30分～11時 第 8地区分館 ９月27日（金）

9地区 午後1時30分～3時 第 9地区分館
９月25日（水）
10 月９日（水）
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生活と税 Life & Tax

・町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！ ・この社会 あなたの税が生きている ・たばこは町内で買いましょう

■税 ● 税務財政課からのお知らせ

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第15位／令和元年６月30日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

63
歳
　
Ｔ
・
Ｈ

「
償
い
へ
の
遠
い
道
」
③※ 贖いとは、罪を償うという意味。

　ここに掲載してある手記は、交通事
故を引き起こして刑務所で罪の償いを
している人たちの懺

ざ ん げ

悔の記録です。
　一瞬の過ちによって、家族、恋人、
友人など親しき人々から隔絶され、自
ら犯した罪を反省している様子が文
脈の端端から伝わってきます。
　このような悲惨な事故を引き起こさな
いよう、心の戒めにしていただきたいと
思います。
〔（一財）東京交通安全協会提供〕

交
通
事
故
は
も
う
た
く
さ
ん
…
…
…

贖あ
が
な

い
の
日
々

（
全
３
回
）

◎ 今月の表紙

『長田盆おどり』

第33回まつり長田盆おどり大会
８月18日にまつり長田盆おどり大会
が轟木集落センター広場で開催されまし
た。舞台演技や全員参加の総おどりで会
場内は大いに盛り上がりました。一番の
目玉は、会場を真っ暗にしたあとのやま
びこ花火。空を鮮やにいろどる花火が周
囲の山にその音を響きわたらせます。そ
の迫力に観客は酔いしれていました。

9月30日（月）は納期限です
●固定資産税（第２期）
●国民健康保険税（第３期）
９月25日（水）が口座振替日です。24日（火）までに預貯金

口座の残高確認をお願いします。
なお、やむを得ず口座振替ができなかったときは、10月10

日（木）に再振替を行います。
■お問い合わせ＝納税管理係�☎�52－9635

「納税相談」をご利用ください
　「やむを得ない特別な事情があって納期限内に納税できな
い」「一度に納めることが難しい」といった場合には、特別収
納対策係にご相談ください。
滞納したままでいると延滞金が日に日に増していきます。

また、滞納したまま連絡もなく、納付の意思が認められない

場合、やむを得ず預貯金や給料、不動産などの財産を差し押
える「滞納処分」を行うことになります。
■お問い合わせ＝特別収納対策係　☎52－9634

町税などに関する届け出について
「今一度ご確認をお願いします」
国民健康保険の加入者で社会保険に加入した人、または会
社を退職した人、軽自動車（原動機付自転車、小型特殊自動車、
自動二輪車など）に乗らなくなった場合や他人に譲り渡した
場合は、早めに手続きを行うようお願いします。
届け出をしないと、いつまでも税金を払うことになります。
場合によっては、過去にさかのぼって税金を払うことになっ
てしまいます。
■お問い合わせ＝住民税係　☎52－9638

市
原
刑
務
所
で
交
通
犯
罪
被
害
者
ご
遺

族
の
方
々
に
事
故
後
の
つ
ら
い
経
験
に
つ
い

て
お
話
を
伺
う
機
会
が
あ
り
、
そ
の
時
に
加

害
者
が
罪
を
償
う
た
め
に
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
に
つ
い
て
も
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
受
刑
中
の
教
育
を
通
じ
て
、
自
分

の
犯
し
た
罪
に
正
面
か
ら
真
剣
に
向
き
合
う

こ
と
、
被
害
者
ご
遺
族
の
方
が
ど
ん
な
に
つ

ら
い
思
い
で
毎
日
を
生
き
て
い
る
か
を
よ
く

考
え
る
こ
と
、自
分
の
犯
し
た
罪
を
一
生
忘
れ

な
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
続
け
る
こ
と
な

ど
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
を
は
っ
き
り
と

自
覚
で
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
私
の
犯
し
た

罪
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
謝

罪
に
よ
っ
て
被
害
者
ご
遺
族
の
方
の
悲
し
み

や
怒
り
が
癒
え
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
例
え
ど
ん
な
形
で
あ
っ
て
も
一
生

謝
罪
を
続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。
私
の
犯
し

た
罪
に
よ
り
、
被
害
者
ご
遺
族
の
方
の
つ
ら

い
思
い
を
考
え
続
け
て
、
可
能
で
あ
れ
ば
少

し
で
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
、

受
刑
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

私
は
自
分
が
安
全
運
転
を
し
て
い
る
と
自

分
勝
手
に
思
い
込
み
、
運
転
初
心
者
で
あ
っ

た
頃
の
よ
う
に
懸
命
に
周
囲
の
状
況
に
気
を

配
る
と
い
う
事
を
忘
れ
、
注
意
力
を
欠
い
た

状
態
で
運
転
し
て
前
方
不
注
視
の
結
果
、
自

動
車
運
転
過
失
致
死
と
い
う
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
罪
を
犯
し
ま
し
た
。
私
の
よ
う
な
愚

か
な
行
為
に
よ
る
交
通
犯
罪
が
少
し
で
も
減

る
こ
と
を
願
っ
て
こ
の
手
記
を
書
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
自
動
車
の
運
転
は
絶
え
ず

危
険
を
伴
う
行
為
で
す
の
で
、
ど
う
か
運
転

中
は
気
を
抜
く
こ
と
な
く
常
に
十
分
に
安
全

確
認
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。

※�休日急患診療機関の診療時間は午前9時〜午後6時です。やむを得ず変更する場合があります
ので、☎23-5555でご確認ください（夜間は都城夜間急病センター☎36-8890まで）。なお歯
科については☎25-4100にお問い合わせください。

くらしのカレンダー
令和元年９月１日（日）～10月12日（土）

みまたくらしのカレンダー

1 日

◎沖水こどもクリニック（小） ☎27-5656（太郎坊町）

◎伊達クリニック（内・循） ☎36-7088（牟田町）

◎有川呼吸器内科医院（呼・内）☎24-6677（上川東）

◎吉見クリニック（外・整・内）☎58-5633（高城町）

◎ならはら皮膚科医院（皮） ☎22-1455（志比田町）

◎丸田病院（産・婦） ☎23-7060（八幡町）

2 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
3 火 ◦可燃物
4 水

5 木

6 金 ◦可燃物
7 土

8 日

◎たけしたこども医院（小） ☎51-0005（三股町）

◎大岐医院（内・胃） ☎57-2025（山之口町）

◎園田光正内科医院（内） ☎38-5115（太郎坊町）

◎福島外科胃腸科医院（外・胃・整） ☎38-1633（都北町）

◎きたむら皮膚科クリニック（皮・アレ） ☎38-7300（吉尾町）

◎小山田眼科医院（眼） ☎22-0710（松元町）

9 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
10 火 ◦可燃物
11 水

12 木 ◦白色トレイ・ペットボトル
13 金 ◦可燃物
14 土

15 日

◎冨田医院（内・小） ☎23-4586（栄　町）

◎森山内科・脳神経外科（内） ☎21-5000（南鷹尾町）

◎長倉医院（内） ☎52-2109（三股町）

◎すみクリニック（内） ☎36-7701（東　町）

◎橘病院（整） ☎23-7236（中　町）

◎武田産婦人科医院（産・婦）☎22-0336（蔵原町）

16 月

◎はしぐち小児科（小） ☎24-5500（都原町）

◎ベテスダクリニック（内） ☎22-1700（年見町）

◎田中隆内科（内） ☎52-0301（三股町）

◎柳田病院（脳・外） ☎22-4862（東　町）

◎花房泌尿器科医院（泌） ☎25-1177（北原町）

◎ふたみ眼科（眼） ☎38-5532（都北町）

◦可燃物 ◦図書館休館日
17 火 ◦可燃物 ◦図書館休館日
18 水 ◦図書館休館日
19 木 ◦缶・瓶
20 金 ◦可燃物
21 土

◎９月の予定
22 日

◎城南病院（小・内） ☎23-2844（大王町）

◎もりやま脳神経外科（脳） ☎21-6888（久保原町）

◎あきづき医院（内・心内） ☎36-0534（上水流町）

◎安藤胃腸科外科医院（消・外・内） ☎39-2226（豊満町）

◎よしかわクリニック（麻・整・内） ☎23-9384（前田町）

◎吹上耳鼻咽喉科医院（耳鼻） ☎21-4133（鷹　尾）

23 月

◎教山内科医院（内・小） ☎62-1205（高崎町）

◎ゆうクリニック（内） ☎46-6100（広原町）

◎海老原内科（内） ☎64-1211（山田町）

◎とまり内科外科胃腸科医院（内・外・胃） ☎52-1135（三股町）

◎速見泌尿器科医院（泌）☎24-8344（妻ヶ丘町）

◎野田医院（産・婦） ☎24-8553（蔵原町）

◦可燃物 ◦図書館休館日
24 火 ◦可燃物 ◦図書館休館日
25 水

26 木 ◦不燃物
27 金 ◦可燃物
28 土

29 日

◎畠中小児科医院（小） ☎52-6000（三股町）

◎村上循環器内科クリニック（循・内） ☎25-2700（宮丸町）

◎もりやま脳神経外科（脳） ☎21-6888（久保原町）

◎はまだクリニック（外・胃・肛） ☎45-2266（祝吉町）

◎酒井皮膚科医院（皮） ☎25-5322（北原町）

◎いそいち産婦人科医院（産・婦） ☎22-4585（平塚町）

30 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日

1 火 ◦可燃物
2 水

3 木

4 金 ◦可燃物
5 土

6 日

◎政所医院（小・内） ☎58-2171（高城町）

◎田口循環器科・内科クリニック（内） ☎24-0600（下川東）

◎隅病院（内・胃） ☎62-1100（高崎町）

◎仮屋外科胃腸科医院（外・胃・内・肛） ☎25-7712（志比田町）

◎なかむら整形外科クリニック（整） ☎36-5333（江平町）

◎永吉眼科医院（眼） ☎22-1530（姫城町）

7 月 ◦可燃物 ◦図書館休館日
8 火 ◦可燃物
9 水

10 木 ◦白色トレイ・ペットボトル
11 金 ◦可燃物
12 土

◎10月の予定
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ハ
ン
バ
ー
グ
は
お
好
き
で
す
か
？ 

町
内
で
は
一
家
に
一
つ
は
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
中
村
食
肉
の
調
味
料
マ
キ
シ
マ
ム
。

そ
の
マ
キ
シ
マ
ム
を
使
用
し
た
マ
キ
シ
マ
ム

ハ
ン
バ
ー
グ
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

宮
崎
県
産
黒
毛
和
牛
と
黒
豚
の
肉
の
う
ま

味
に
、
マ
キ
シ
マ
ム
の
ス
パ
イ
ス
が
し
っ
か

り
と
効
い
た
ハ
ン
バ
ー
グ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ソ
ー
ス
が
な
く
て
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
の
で
、
パ
ン
に
は
さ
ん
で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

や
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
に
し
た
り
、
ご
飯
の
上
に

の
せ
て
ハ
ン
バ
ー
グ
丼
に
す
る
な
ど
ア
レ
ン

ジ
も
自
由
自
在
で
す
。
冷
凍
で
販
売
し
て
い

ま
す
が
、
電
子
レ
ン
ジ
で
３
分
間
温
め
る
だ

け
で
完
成
す
る
と
い
う
手
軽
さ
も
人
気
の
秘

密
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
わ
た
だ
し
い
日
の
お
か
ず
の
一
品
と
し

■
茶
じ
ょ
け

▼
台
風
10
号
が
お
盆
時
期
の
本

町
に
最
接
近
し
、
長
時
間
に
わ

た
り
大
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

私
自
身
は
、
長
田
地
区
に
開
設

さ
れ
た
轟
木
集
落
セ
ン
タ
ー
で

避
難
所
の
運
営
を
担
当
し
ま
し

た
。
暗
く
な
る
前
に
は
避
難
所

に
集
ま
ら
れ
た
地
域
の
皆
さ
ん

の
中
に
は「
自
宅
に
ひ
と
り
で

い
る
の
が
不
安
だ
か
ら
、
こ
こ

に
く
る
と
安
心
す
る
」
と
の
声

も
。
顔
見
知
り
同
士
が
身
を
寄

せ
合
う
こ
と
だ
け
で
も
、
お
互

い
の
災
害
へ
の
不
安
を
減
ら
せ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
き

な
被
害
も
な
く
一
晩
が
過
ぎ
て
、

翌
朝
の
避
難
解
除
後
に
そ
れ
ぞ

れ
家
路
に
着
か
れ
ま
し
た
。
そ

◦男／11,776人◦女／13,592人◦合計／25,368人（前月比−９人）
◦世帯数／10,312戸（＋２戸）◦出生／15人◦死亡／21人
◦転入／95人◦転出／98人

三股町の人口 令和元年８月１日現在

発行・編集／三股町  総務課
〒889-1995 宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL0986-52-1111（代表） FAX0986-52-4944
町公式URL ………  http://www.town.mimata.miyazaki.jp/
町FacebookURL…https://www.facebook.com/mimatatown
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の
台
風
の
影
響
を
受
け
て「
長

田
ま
つ
り
」
は
、
13
日
か
ら
18

日
に
延
期
し
て
無
事
実
施
。
避

難
所
で
お
話
し
た
方
と
も
再
会

し
、
防
災
の
対
応
で
も
手
作
り

の
ま
つ
り
運
営
で
も
地
域
の
絆

の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

▼
町
の
公
式
サ
イ
ト
が
２
日
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
昭
和
38
年
発

行
の
広
報
み
ま
た
第
一
号
か
ら

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
で
閲
覧
可

能
で
す
。
広
報
紙
を
通
じ
て
本

町
の
歴
史
的
な
変
遷
に
触
れ
ら

れ
ま
す
の
で
、
自
分
の
生
ま
れ

た
年
な
ど
に
ま
ち
で
は
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
を
調

べ
て
み
る
の
も
面
白
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。〈
セ
〉

黒
木
文あ

や

子こ

医
師
が
告
げ
し
告
知
年
数
疾と

う
に
過
ぎ
気
づ
け
ば
夫
七な

な

じ

ゅ

う

ご

十
五
歳
な
り

ケ
イ
タ
イ
を
ス
マ
ホ
に
買
い
替
え
苦
心
す
る
さ
れ
ど
孫
と
の
ラ
イ
ン
は
楽
し

[

短
歌]  

◆
三
股
短
歌
会

【

】
主
人
は
五
十
才
の
時
、
担
当
医
に「
こ
の
手
術
を
し
た
人
は
五
年
位
し

か
生
き
ら
れ
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。障
害
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、

七
十
五
才
で
生
か
さ
れ
て
ま
す
。た
だ
た
だ
感
謝
で
す
。

機
械
に
弱
い
私
で
す
が
携
帯
電
話
を
ス
マ
ホ
に
買
い
替
え
ま
し
た
。無

料
の
ラ
イ
ン
を
使
い
始
め
た
と
こ
ろ
、
孫
か
ら
返
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
き
、
言
葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

247

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち
125

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

三
股
町
物
産
館
よ
か
も
ん
や 

情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

通信
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
と
も
に
歩
み
続
け
る

ん
じ
ゃ
様
だ
よ
り

み
ま
た
ん
駅
前
よ
か
も
ん
朝
市

〒
８
８
９

―

１
９
０
１ 

宮
崎
県
北
諸
県
郡
三
股
町

大
字
樺
山
４
４
２
１
番
地
22
（
JR
三
股
駅
隣
）

☎
０
９
８
６（
52
）
３
１
３
１

営
業
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

定
休
日
／
毎
月
第
３
木
曜

http://mimatan.com

桒
畑
洋
子

★

★

石い

し

屋や

美み

朔の

り

さ
ん

川か
わ

﨑さ
き

文ぶ
ん

太た

く
ん

◎
平
成
28
年
1
月
24
日
生
ま
れ（
3
歳
）

◎
石
屋
辰
則
さ
ん
・
美
幸
さ
ん
の
長
女

◎
平
成
29
年
2
月
13
日
生
ま
れ（
2
歳
）

◎
川
﨑
隆
児
さ
ん
・
美
佳
さ
ん
の
長
男

第
83
回

■
期
日
＝
９
月
22
日（
日
）
午
前
８
時
～
10
時
30
分
ご
ろ
ま
で

て
い
か
が
で
し
ょ
う
。

他
に
も
よ
か
も
ん
や
で
は
、
宮
崎
県
産
黒

毛
和
牛
と
黒
豚
の
ハ
ン
バ
ー
グ
や
宮
崎
牛
ハ

ン
バ
ー
グ
な
ど
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
是
非

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

伝
統
あ
る
チ
ー
ム
を
新
し
い
世
代
へ
つ
な
ぐ

「
バ
レ
ー
の
試
合
中
は
、
日
常
の
全

て
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
そ
の
魅
力
を
語
る
勇
さ
ん
。中
学
校
の

部
活
で
ボ
ー
ル
を
手
に
し
た
と
き
か
ら
、

こ
れ
ま
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
と
も
に
人

生
を
歩
ん
で
き
た
。40
歳
か
ら
町
内
の
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム「
三
股
壮
年
」
に
所

属
し
、
30
年
以
上
に
わ
た
り
ボ
ー
ル
を
追

い
か
け
て
き
た
。一
選
手
と
し
て
汗
を
か

き
な
が
ら
、
チ
ー
ム
の
代
表
と
し
て
、
選

手
の
確
保
に
も
奔
走
し
て
い
る
。「
ひ
と

り
ひ
と
り
が
年
齢
も
性
格
も
違
う
。相
手

の
立
場
で
物
事
を
捉
え
、
そ
の
上
で
チ
ー

ム
を
ま
と
め
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

る
」。チ
ー
ム
の
勝
利
だ
け
で
な
く
、
多
世

代
で
構
成
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
同
士
の
親

睦
に
も
気
を
配
る
。「
身
体
が
動
く
限
り
、

プ
レ
ー
も
世
話
役
も
や
り
続
け
る
。こ
の

チ
ー
ム
を
結
成
し
た
先
輩
と
の
約
束
も
あ

る
か
ら
」。バ
レ
ー
へ
の
思
い
は
、
子
ど
も

に
も
受
け
継
が
れ
、
高
校
生
に
な
る
双
子

の
孫
も
選
手
と
し
て
コ
ー
ト
に
立
つ
。「
試

合
を
見
に
ど
こ
で
も
車
で
駆
け
つ
け
る

よ
」
と
そ
の
情
熱
は
冷
め
る
こ
と
は
な
い
。

山
王
原
在
住 

中な
か

村む
ら

　
勇い

さ
む（

78
）さ
ん

毎
日
弟
の
晨
大
（
し
ん
た
）
と
じ
ゃ
れ
合
っ
て

い
る
娘
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
ま
ま
で
元
気
に

育
て
！ 

…
で
も
ち
ょ
っ
と
は
し
と
や
か
に
…

ね
。

可
愛
く
て
大
好
き
な
ぶ
ん
ち
ゃ
ん
♥
い
つ
も

笑
顔
と
元
気
を
く
れ
る
我
が
家
の
ヒ
ー
ロ
ー

で
す
！
い
つ
ま
で
も
優
し
い
ぶ
ん
た
く
ん
で

い
て
ね
♥

マキシマムハンバーグ　
100g350円／販売者�中村食肉

夕暮れがきれいで
涼しくなる
季節じゃが、
夏の疲れを
しっかり

とるんじゃぞ。
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◎町　章／ 町の木「イチョウ」を図案化したもので、外
形は丸く円満で輪、すなわち和やかさを表
し無限を意味しています。

◎町の花／サツキ
◎町の鳥／ホオジロ
◎町の木／イチョウ

◎町の生い立ち
いろいろと発掘される土器などから、新石器時代より三股町各所に人が

住んでいたことがうかがわれます。また、その名の起源は「古くから川三条、
股になりて流れたり」と古書にあって、その名「三股」をとどめているといわ
れています。江戸時代は鹿児島藩に属し、明治初年、五戸長を一丸として、
戸長役場と改称しました。当時の地頭・三島通庸（みしまみちつね）は荒涼た
る原野に土木を興し、産業を奨励し、教育の振興を図って村づくりを成し、
ここ三股の基礎が築かれたのです。

明治22年、町村制実施により三股村となり、昭和23年５月３日に町制を施行
して名実共に三股町として発足しました。以来自治の発展に努め、文化農村
建設へとまい進し、今や数多くの企業誘致により町民の所得向上を図りなが
ら町民参加型の「自立と協働で創る 元気なまち」を目指し、躍進しています。

 ◎わが家の一番星
　町内在住で３歳以下のお子さんについて、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

 ◎ご長寿万歳
　町内在住で80歳以上の元気な高齢者について、掲載申込書に写真を添えてお申し込みください。

※�「わが家の一番星」「ご長寿万歳」の掲載申込書は町役場にあります。また町公
式サイトからダウンロードすることもできます。
　（町公式サイトアドレス…http://www.town.mimata.lg.jp/）

■問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）


